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事業概要
１．目的

本事業は、バイオジェット燃料製造の実用化および経済化を目的とし、バ
イオジェット燃料原料として期待される微細藻類バイオマスの大規模生産を
実証する。

２．期間
2020年8月 ～ 2023年3月（委託事業）
2023年4月 ～ 2025年3月（助成事業）

３．目標（中間・最終）
- （中間）2022年度までに、安定稼働時に年間あたり乾燥重量100トン以上
の微細藻類バイオマス生産が可能な微細藻類生産施設およびその運用方法
を構築する。

- （最終）SAF製造を目的として、構築された施設を用い、バイオジェット
燃料原料としての微細藻類バイオマスの大規模生産を実証する。

４．成果・進捗概要
- 微細藻類生産施設を構築、2023年4月に開所式を実施。
- 2023年より、同施設を利用した大規模生産実証を開始した。
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

事業スケジュールおよび進捗概要
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1. 熱帯気候の屋外環境下においてPBR技術および火力
発電所排気ガスを利用した大規模微細藻類生産システムの
構築

2. 火力発電所排気ガスへの曝露による微細藻類培養用培
地および生産微細藻類への影響評価

3. 大規模屋外微細藻類生産システムの運用技術の開発

4. 大規模屋外微細藻類生産の実証
4-1. 熱帯気候の屋外環境下における純バイオジェット燃料原料
として利用可能な微細藻類種・株の火力発電所排気ガスを利用
した大規模微細藻類生産の実証

4-2. 大規模実証を踏まえたTEAおよびLCA

大規模微細藻類生産施設
が完工し、2023年4月に
開所式が実施された。ま
た、培養設備関連特許10
件が出願された。
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2022年より半連続生産
を開始。約2haでの半連
続生産を4カ月以上実施。

測定・分析等の現地研究
体制を確立。また、培
養・収穫・再展開の半連
続運用条件を試行開始。
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1. 微細藻類大規模生産施設の構築

CHITOSE CARBON CAPTURE CENTRAL (C4) SARAWAK
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

1. 微細藻類大規模生産施設の構築
CHITOSE CARBON CAPTURE CENTRAL (C4) SARAWAK

市街
C4

空港
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

1. 微細藻類大規模生産施設の構築
CHITOSE CARBON CAPTURE CENTRAL (C4) SARAWAK
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

1. 微細藻類大規模生産施設の構築
CHITOSE CARBON CAPTURE CENTRAL (C4) SARAWAK

ZONE 1

ZONE 2

ZONE 3

262.5 m
× 45 m

262.5 m
× 52 m

262.5 m
× 59 m

Plot 1: 
50mPBR × 70基

Plot 2:
100mPBR × 70基

Plot 3: 
100mPBR × 70基

Plot 4: 
50mPBR × 70基

Plot 5:
100mPBR × 70基

Plot 6: 
100mPBR × 70基

Plot 7:
50mPBR × 70基

Plot 8: 
100mPBR × 70基

Plot 9: 
100mPBR × 70基
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

1. 微細藻類大規模生産施設の構築
CHITOSE CARBON CAPTURE CENTRAL (C4) SARAWAK
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2023/04/04 C4開所式
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

1. 微細藻類大規模生産施設の構築
CHITOSE CARBON CAPTURE CENTRAL (C4) SARAWAK
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2023/05/10 C4披露会
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1. 微細藻類大規模生産施設の構築
CHITOSE CARBON CAPTURE CENTRAL (C4) SARAWAK
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星州日報、THE BORNEO POST、誌華日報、 SUARA SARAWAK、星州日報、Utsusan SARAWAK、SARAWAK TRIBUNE
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2. 排気ガス使用による微細藻類バイオマス生産への影響評価
3. 大規模屋外微細藻類生産システムの運用技術の開発
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

2. 排気ガス使用による微細藻類バイオマス生産への影響評価
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排気ガス中成分/固形分の蓄積
は確認されず

排気ガス中成分によるpHの変
化は認められず

排気ガス中成分によるECの大
きな変化は認められず

屋外バッチ試験において、CO2供
給時と同等の生育を確認。

→大規模実証へ拡大中
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

2. 異なる曝気手法による微細藻類バイオマス生産への影響評価
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• 0.02 Lgas Lsol
-1 min-1程度まで

曝気量を低減可能。
• 曝気量に基づいてCO2（排気ガ

ス）濃度を調整することで、
高生産性を維持可能。

• 大気のみの曝気による生産性
維持は困難。

屋内環境下におけるPBR試験

• 屋内条件下の試験結果と比較
して、生産性が低い

• これまでのところ、曝気条件
による脂質含有量への大きな
変化は確認していない。（*大
気のみ条件を除く）
→バイオマス生産性が重要

屋外環境下におけるPBR試験
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

3. 大規模屋外微細藻類生産システムの運用技術の開発
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各PBRの稼働状況 各PBR中の培養液量

各ZONE/Plotの各PBRの状況他

各PBRの色合い

各PBRの曝気状態

各PBR中のバイオフィルム状態

各Plotにおける雑草状態他

継続的な安定運用のため、各PBRにおける生産状況のモニタリングを実施
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

3. 大規模屋外微細藻類生産システムの運用技術の開発

15

培養条件、培地組成、
追肥条件、培養槽の
仕様・導入法、収穫
量・サイクル、収穫
条件、各種メンテナ
ンス方法、等の運用
法を構築し、現在
（2023年度より）、
週2回の収穫を行い
ながら、半連続生産
を継続実施。

半連続生産および生産状況のモニタリングを実
施しながら、継続的な生産の拡大および運用改
善を2023-2024年度に実施中。
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4. 大規模屋外微細藻類生産の実証

4. 大規模屋外微細藻類生産の実証

1
6
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

4. 大規模屋外微細藻類生産の実証
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ZONE2（1ha）において3カ月以上連続して、PBRの稼働率は
80％以上を維持

ZONE1（1ha）では、
2024年1月からの全面
稼働に向け、準備およ
び培養の拡大を継続
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

4. 大規模屋外微細藻類生産の実証
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曝気条件②

半連続生産において、異なる期間に異なる曝気条件を用いた際、微細藻類バイオマ
スが変化した時の様子。上図は、1プロット（PBR約70基）を用い、3カ月間半連続
生産を実施した時のデータ。
2023年度内に生産をZONE1-3に拡大予定。
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各収穫における、収穫量・効率データの例
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発
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4. 大規模屋外微細藻類生産の実証
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環境条件のモニタリング 生産状況のモニタリング

設備稼働状態のモニタリング

継続的な実測に基づく、微細藻類バイオマスの大規模生産における経済
性およびCO2フットプリントの算出を2024年度に実施予定。
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2023-2024年度 実施計画
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バイオジェット燃料生産技術開発事業/微細藻類基盤技術開発

2023-2024年度実施予定
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実施項目①：実生産環境下における微細藻類生産の大規模実証

実施項目②：大規模生産実証を踏まえ、バイオジェット燃料原料生産に関する定量的
な経済性分析（TEA）およびCO2排出削減効果分析（CO2フットプリント）

目標 (i)：2023年度中に大規模微細藻類生産設備内のZONE1-3まで培養を拡大
する

目標 (ii)：2023年度中に少なくとも二つの培養ZONEを用いた一カ月間以上の
半連続生産を実施し、各種測定項目の経時変化データを取得する

目標 (iii)：2024年度中に、ZONE1-3において稼働可能なPBRユニットの半数
以上を用い、年間の80%以上の期間において半連続生産を実施

目標 (iv)：2024年度中の実証において、25 ton ha-1 year-1以上の微細藻類バ
イオマス生産性を達成する。

目標 (i)：長期間（300日以上）および大規模（1,500-2,000 m3以上）での生
産実証における実測値より、微細藻類バイオマス生産コスト（TEA）および生
産におけるCO2収支（CO2フットプリント）を算出する。同試算・分析・改善
案の整理を通じて、将来的に2000ha規模での生産を実施した際、微細藻類バ
イオマス生産コストJPY 300 kg-1となる施策を策定する。

20  / 20


